
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長の所信表明について会派代表質問をしました。主な質問項目は以下の通り。 

１．安心の子育て：民間保育所の処遇改善（月３万円）への取組みを評価。 

        子育て総合支援センターの役割を関係者と協議し、より明確に。 

２．教育：特別支援教育支援員が大幅増員され期待している。当事者の声を活かした

研修を要望。小中一貫教育の検証を要望。自校式給食の導入を提案。 

３．地区相談センター新設：公共交通の見直しについてを地域の優先課題とし、交通

政策課と協力して意見交換会を開催するよう提案。 

４．行政運営の見える化：会議公開条例・公文書管理の指針・審議会等への市民公募

の指針を策定する方針を確認。予算編成過程の見える化を

提案。 

一般質問しました。 

１．成年後見制度：高齢化で必要性が増えているので制度の周知に努め、「市長申

立て」「法人後見」等さらに使いやすくする取り組みを提案。 

２．通学路の安全確保：これまでの取り組み状況を確認し、市・県・警察と分かれ

ている窓口の一本化とＨＰで対策状況の公表を提案。 

３．市所有のバスの活用：福祉の推進に市所有バスをもっと活用し、障害者団体等

の行事を当事者に周知して参加者の掘り起しを提案。 

４．地域包括支援センター：つくば・茎崎の２か所に民間委託で設置する予定だ

が、行政がイニシアチブを取り「高齢福祉政策」の

拠点となるよう事業を着実に進めるよう提案。 

一般質問しました。 

１．地域コミュニティの形成：地域交流センターを本来の目的であるコミュニティ形

成を推進する拠点として、気軽に地域の事が話せる場

所にするよう提案。ＴＸ沿線の開発地域のつながり作

りのため、新たな交流センターの設置を要望。 

２．放課後の子供の居場所：公設民営の児童クラブを公営に切り替えていくという市

長の公約について、進捗を確認。→茎崎第一、第二児童

クラブをまず公営にするとのこと。他の児童クラブへも

運営を支援して、保護者の負担を軽減するよう要望。 

一般質問しました。 

１．原発事故関連の支援：自主避難者の住宅無償提供打切りに対し、市の独自支援

を要望。また、甲状腺検査等の現状を確認し、今後、助

成の継続と複数利用への拡大を提案。 

２．秀峰筑波義務教育学校：開校時期決定までの協議の経過と結果、および建設遅

れについて追及。（詳細は表面をご覧ください。） 

３．上水道事業：水道料金の精査や未整備地区の今後の整備の見通し、県への交渉

結果について質問。一度に３８％の値上げをする前に、大口利用

や未整備地区の現状把握し、あらゆる側面から検討をと提案。 
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